
     

平成２７年１月２３日 
 

大臣官房運輸安全監理官 

ＪＲ西日本に対する運輸安全マネジメント評価（７回目）の結果について 

国土交通省では、平成１８年１０月から、運輸事業者の安全管理体制の構築・改善状況等
を評価し、継続的改善を確認するため、運輸安全マネジメント評価を進めています。 

今般、下記のとおり、西日本旅客鉄道株式会社（以下「ＪＲ西日本」）に対する７回目
の運輸安全マネジメント評価を実施いたしましたので、お知らせします。 

 

記 
１．出席者 

国土交通省：大臣官房 運輸安全監理官、同 首席運輸安全調査官、 
近畿運輸局鉄道部長 等 

  ＪＲ西日本：真鍋社長、山本鉄道本部長（安全統括管理者） 等 
 

２．日程 
１月２１日（水） 
午前 社長インタビュー 

午後 安全統括管理者インタビュー、安全推進部長インタビュー、 
監査部長インタビュー、文書・記録確認 

 （注）評価開始時、社長挨拶冒頭までは報道関係者に公開 
１月２２日(木) 
午前 文書・記録確認、評価チーム内部打合せ 
午後 評価チーム内部打合せ 
16:00 評価結果の説明 
17:00 記者発表 

 

３．評価結果 

（１）熱心に取組んでいる事項や取組みの優れている事項等 

① 経営トップが過去の取組みの振り返りから次に執るべき施策に対する明確なビジョ

ンを持ち、その方向性を現場に示すことで更なる安全性向上に向けて主体的かつ積

極的に関与していること 

② 「安全基本計画」の振り返りと安全意識調査等から課題を見出し、その改善に向け

て新たに「安全考動計画 2017」を策定するとともに、各支社の取組みを実情に応じ

たものにしやすい仕組みに変更され、その推進に繋げられていること（前回助言対

応） 

③ 自社の「リスクアセスメント」能力を検証し、本社・支社でできること、更にレベ

ルアップするためには何ができるかを明確にされるなど、ステップアップを目指し、

新たな取組みを実施されていること（前回助言対応） 

④ 東日本大震災等をきっかけとして開発・導入した訓練である「Think－and－Act 

Training」について、人命最優先の考動を浸透させる効果や、訓練を行うことで運

転士等の心構えの醸成が期待されること 

 

記者発表資料については、国土交通省ホームページ（アドレス:http://www.mlit.go.jp）にも掲載しています。 



⑤ 「安全考動計画 2017」の推進に向け、「安全管理体制内部監査」の見直しを図った

ことにより、効果的な監査の実施に繋がるものと期待されること 

 

（２） 安全管理体制の向上に向けて、更に推進すると効果が向上すると思われる事項等

① 年間 5,000 件程度報告されている「安全報告」について、統計処理による傾向把握

から課題等を抽出するなど、更に有効活用を図り施策に反映させること 
 

 

お問い合わせ先：国土交通省大臣官房運輸安全監理官付 

        首席運輸安全調査官 井上 剛 （いのうえ たけし） （内線２２０６１） 

主任運輸安全調査官 石黒 義満（いしぐろ よしみつ）（内線２２０６５） 
代表 ０３－５２５３－８１１１ 直通 ０３－５２５３－８７９７ ＦＡＸ ０３－５２５３－１５３１ 

記者発表資料については、国土交通省ホームページ（アドレス:http://www.mlit.go.jp）にも掲載しています。 


